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１．研究計画の概要
天草・島原の乱のうち、特に原城に籠
った一揆を幕府軍が攻撃を行うに当た
り、各藩が使者を送ってその状況を知
り、藩で対処しようとする段階での、
使者の報告を探るものである。使者に
は幕府からの上使も含む。この結果、
島原の一揆が単なる九州の諸大名によ
る地域的鎮圧＝百姓一揆ではなく、広
く全国的な諸大名の規模で展開された
大きな事件で会ったことを指摘。次に
この島原の乱の使者を送りこんだ諸藩
の状況を出来る限り探り、その作品に
ついて探し、また、その作品の文学的
評価を加えようとするものである。同
時に単なる戦争の見聞記ではない新し
い作品ジャンル̶使者文学̶を提唱し
ようとするものでもある。

２．研究の進捗状況
（１） 目下のところ、遅ればせながら進捗

している。諸藩の使者の名が東北大
学図書館・狩野文庫の『島原記録』
四巻四冊の中の第四冊目の「島原ヘ
ノ使者並諸手手負討死留」は、『諸
国より使者之次第』（『原史料で綴
る　天草島原の乱』収）と共に今後
の研究促進に繋がるものと期待され
る。

（２） 上使も使者の一人としてその記録を
文学的に評価中である。

３．現在までの達成度
　　①当初の計画より少し遅れている
（理由）

　写本の作品の閲覧に時間がかかる。個人
研究なので予想以上に手間がかかる。作品
の発見に予想以上に時間がかかる。実際に
閲覧した作品は当初予想した「使者」の活
躍がなく、又、使者が登場しても、その文
学的評価に手間取っている。使者の生の記
録(報告)が無く、藩史や県史等に頼らざるを
得ない状況であるが、その藩史の存在も限
られる。
　春期に閲覧予定であったが、東北関東大
震災の影響で予定が変更となった。また。
資料が、震災によりデータ取り出しに支障
を生じ(落下と衝撃によるパソコンの故障)、
今後の研究に遅れが予想される。

４．今後の研究の推進方策
(1)　島原の乱の研究のために、研究拠点を
島原に近い九州の大学に移し（研究代表者
所属の研究機関を変更する）、研究の効率化
を図ることにした。
(2)　各都道府県史の島原の乱の記事を調査
し、その広範囲性を確認。全国的なレベル
の事件として再評価するきっかけを作る。
(3)刊行された諸藩の動向を調査し、島原の
乱の活動を調査する。
(4)九州地区の諸藩の活躍を時間が許せる限
り調査。その中身は自藩・他藩の使者の抽
出にある。
(5)島原の乱関係の作品の紹介と本刻等に努
める。
(6)以上のことを踏まえて、最終研究年度で
ある平成 23 年度の研究成果報告書を作成す
る。
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